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　玖珠美山高校は開校から9年目を迎えました。現在、学校規模は各学年普通科3クラス、
地域産業科 1クラスの計 12クラスで、「自立・創造・協同」の校訓のもと、生徒は各自
の進路達成を目指し、日々勉強や部活動に主体的に取り組んでいます。
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(R2・R3・R4 過年度生含む )
直近3年間の主な進路実績

令和5年度　部活動実績

男・女ホッケー部	 優勝 ( 九州大会出場 )
少林寺拳法部	 男子単独演武 2 位 ( 全国・九州大会出場 )
ラグビーフットボール部	 3 位
なぎなた部	 演技競技 3 位 ( 九州大会出場 )
	 個人試合 3 位 ( 九州大会出場 )

令和5年度 第71回大分県高等学校総合体育大会

女子ホッケー部	 優勝 ( 全国大会出場 )
男子ホッケー部	 2 位 ( 全国大会出場 )
なぎなた部	 個人試合 ベスト 8

令和5年度 全九州高等学校体育大会

吹奏楽部	 小編成部門 銀賞

第60回 大分県吹奏楽コンクール

書道部	 優秀 1 名　推奨 14 名

第59回 席上揮
き
毫
ごう
大会

美術部	 推奨 4 名

第41回 高山辰雄賞ジュニア美術展

広島大学	 2 人
山口大学	 2 人
愛媛大学	 3 人
熊本大学	 1 人
佐賀大学	 2 人
宮崎大学	 1 人
兵庫県立大学	 1 人
山口県立大学	 2 人

国公立大学　41人
島根大学	 1 人
徳島大学	 1 人
高知大学	 2 人
長崎大学	 1 人
大分大学	 4 人
鹿児島大学	 1 人
高知工科大学	 2 人
長崎県立大学	 2 人

など

山梨学院大学	 5 人
中央大学	 2 人
同志社女子大学	 1 人
関西大学	 1 人
福岡大学	 4 人
九州産業大学	 9 人
東京農業大学	 1 人

私立大学　99人
立命館大学	 2 人
京都産業大学	 1 人
近畿大学	 1 人
西南学院大学	 3 人
久留米大学	 4 人
立命館アジア太平洋大学	 2 人

など

就職　66人
九重町役場	 1 人
自衛官	 7 人
日本郵便㈱九州支社	 1 人
新栄合板工業株式会社	 3 人

など

大学校・短期大学・専門学校等　118人
大分県立農業大学校	 8 人
大分県立工科短期大学校	 4 人
大分県立芸術文化短期大学	 7 人

別府大学短期大学部	 5 人
大分リハビリテーション専門学校	 2 人
藤華医療技術専門学校	 3 人

など
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●学力向上に関する取組
• 習熟度別や少人数による授業、難関大学希望者の講座、個別指導
• 土曜講座、放課後指導、添削指導

●就職や資格試験に関する取組
• 公務員・就職講座、資格試験に向けた指導

●進路意識を形成するための取組
• 東京・つくば研修の実施、海外派遣事業による米国短期留学

●他校の生徒等と切磋琢磨する取組
• STEAM フェスタ、グローバルリーダー育成塾、留学フェアへの参加 ( 県教委主催 )
• くじゅうアグリ創生塾による先進技術研修、農業クラブ発表大会
• バークマットの開発・商品化、玖珠町大麦プロジェクトの新商品開発 ( 産学官連携 )

+αの取組

設置学科 普通科（３クラス） 地域産業科（１クラス）

１年次

アドバンストクラス
国公立大・難関私大志望者

標準クラス
私大・短大・専門学校志望者

３年間同じクラス

①普通科目の増加
②専門科目の充実
③総合選択制による農業以外の
　商業・情報科目の設置

４つのチームに分かれて課題研究
・チーム野菜　・チームflower's
・チーム畜産　・チーム食品製造

２年次は自分の進路希望、学力に合わせてコースを選択

２年次

文Ⅰ
国公立大学
文系学部志望者

理Ⅰ
国公立大学
理系学部志望者

文Ⅱ
私大・専門学校
文系志望者

理Ⅱ
私大・専門学校
理系志望者

3年次は原則同じコースを選択

3年次
文Ⅰ

国公立大学
文系学部志望者

理Ⅰ
国公立大学
理系学部志望者

文Ⅱ
私大・専門学校
文系志望者

理Ⅱ
私大・専門学校
理系志望者

　進路に応じて、分
かりやすく、力のつ
く授業を受けること
ができます。少人数
や個別の指導で丁寧
に対応してくれるの
で、安心して勉強に
取り組めます。

　美山高校は学校行事
や地域との連携にも力
を入れています。定期
的に開催する「美山マ
ルシェ」では、地域産
業科の手作りの野菜、
草花、ジャムなどの加
工品も販売しています。

 美山高校 躍進の秘密 一人ひとりの生徒の夢をかなえる
システムや組織的な取組
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